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ボーリング柱状図
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栃木県安足土木事務所　整備部 2010-10-08 ～ 2010-10-18
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礫混じり砂
礫は径φ5～40mmを混入
希に径φ100～120mmの粗石混入
部分的に礫分、細粒土分混入の多
い個所があり不均質

径φ10～40mmの亜円・亜角礫主
体
マトリックス(礫間充填物)は細粒
土～粗砂
所々に径φ60～70mmの粗礫混入
風化礫混入
局部的に礫分混入少ない部位あり
孔壁は8.50m付近まで崩れやすい

以深、自立性比較的高い
12.00m、15.00m、18.00m付近、
礫分混入少ない
22.15～22.50m間、礫分非常に少
ない細粒土分優位
23.00m以深、締まっている
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径φ10～40mmの亜円・亜角礫主
体
マトリックス(礫間充填物)は細粒
土～粗砂
所々に径φ60～70mmの粗礫混入
風化礫混入
局部的に礫分混入少ない部位あり
孔壁は8.50m付近まで崩れやすい

以深、自立性比較的高い
12.00m、15.00m、18.00m付近、
礫分混入少ない
22.15～22.50m間、礫分非常に少
ない細粒土分優位
23.00m以深、締まっている

15.15

15.45
7 8 7

22

30 22

16.15

16.45
10 12 11

33

30 33

17.15

17.43
25 15

10

8

50

28 >50

18.15

18.45
7 8 7

22

30 22

19.15

19.45
16 12 10

38

30 38

20.15

20.45
6 11 18

35

30 35

21.15

21.35
20 30

50

20 >50

22.15

22.45
4 2 5

11

30 11

23.15

23.45
18 12 8

38

30 38

24.15

24.31
16

34

6

50

16 >50

25.15

25.40
19 21

10

5

50

25 >50

26.15

26.35
27 23

50

20 >50

27.15

27.45
12 15 13

40

30 40

28.15

28.45
12 21 17

50

30 50

10/14

10/15

10/16

10/18


